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告学事報

学位授与者氏名および論文題目

（昭和５０年３月）

修士

社会学修士（社会学専攻のもの）

第272号浜田とも子日本人のコミュニケーション

行動（歴史的モデルの考察）

第273号花嶋桜子ボランティア活励をすること

におけるIlUi他意識の変化（ケ

ーススタディを中心としたそ

の一考察）

第274号何錦栄共産中国のﾈ１２会構造と人'''１性

格の変化

第275号今井良子Intracerebralhematoma患

者における臨床神経心理学

的考察

第276号石ノト嘉明隠岐武良祭の研究

第277号笠原清志「労働における精神的力能の

変遷と組織論的課題」－工作

,機IlIfの発達に伴う個別労lIillの

変化とシステムの機能的喫件

からの考察一

第278号水川理文典化的千年王国主義-171止紀

英国共和制期における一種左

派ランターズの宗教学的研究

第279号小崎哲夫企業組織における諸問題

第280号許斐修輔１１本的組織における役割挫得

過程の研究一結果の一部と考

察一

第281号黄健雄１９４９年から中国の人11流動

（Populationmovementsin

ChinaSincel949）

節282号久下沼公愛「生活の質」指標に関する一

研究〔副題〕ライフ・アメニ

ティ・インディケータによる

「生活の質」の測定と分析

第283号三瓶清朝インド文化における儀礼的浄

と汚れの構造

第284号三宅宣幸「隠れキリシタンにおける土

蒜化の問題」－隠れキリシタ

ンの一宗教社会学的考察

鯛285号哲本純男近代市民社会と中間階風（フ

アシズムをめぐって）

第２８６号長野康二危機意識の系譜。副題，知識

社会学への一考察

第287号西川昭男エミール・デユルケームの学

説一｢道徳の実証科学｣－

第288号大島久雄『少年保護―その制度と処遇

をめぐる社会学的一考察』

第289号大塚博史生活主体における労働の復権

第290号坂Ｈ１愛子疾病及び不適応における補助

自我機能の－考察

鏑291号殖型俊行企業間労IlIjll移動意識の多変量

解析

第292号菅沢均「現代社会」論に関する学史

的考察（一）

第293号杉浦章介空間における人間行動一銀座

における歩行者行動の計量的

研究一

第294号寺山浩司戦間期における農家労働力の

移動についての考察

第295号梅沢除機能主義社会学における機能

要件論の試永

第296号和崎春日左大文字の社会人類学

第297号’11本陽子日本人における世界観と対人

認知

文学修士（心理学専攻のもの）

第298号林部英雄幼児における文構造理解の発

達について

第２９９号樋口義治ヒヨコにおける初期経験の効

果単色光下飼育の般化勾配

に及ぼす影響

第３００号松木けい子構文の理解力の発達－３歳児

～６歳兄における実験的研

究一

第301号鈴木成生伝書鳩の線条体損傷のオペラ

ント弁別に対する効果

第302号商、孝二デンショパトのオペラント条

件づけに伴う線条体における

緩電位変動



第307号佐藤興一PF-Studyの選択肢法化につ

いての一研究

第308号豊島護り］幼稚園児における親子関係図

式と情緒不安及び態度との関

係についての研究

第309号岸野美由紀高校生の精神生活についての

発達的研究

教育学修士（教育学専攻のもの）

第303号松九修三ジョン・デューイ教育思想に

おける「経験」の概念一｢経

験」概念の性格および「教育

的経験」の構造を中心に－

第304号内藤俊史道徳判断における認知的発達

第305号小野裕家族構成と親子関係

第306号太田男「精薄児教育諭一人間存在に

対する－つの答え－」

博士（甲）

社会学博士

第451号Ⅱ｜合｜駈男昭和50年５月21｢１

社会的成層の研究一現代社会と不平等構造

〔論文審査担当者〕

主盃慶応義塾大学
経済学部教授経済学博士背沼青松
社会学研究科委員

劇変騨鱸科籟学博士十時鮫陶
，，慶応義塾大学名誉教授 米ｌｌｌｌ圭三法学博士

〔論文審査の要旨〕

第一部ｉ<t会的成層の理論的研究

第一章比較社会学的研究の展開

第二章社会学と比較社会学的研究

第三章社会変動について－社会変動としての

近代社会の生成と展開

第四章現代社会と不平等構造

第五章社会移動の国際比較

第二部社会的成溜の個別的歴史的研究

第六意近代日本における社会的成層研究の方法

と課題

第七章現代日本の階級構造とホワイト,カラー

層-1955年～1970年

第八章原爆被災の社会的影響と生活構造

第九章アジア諸国における社会変動と不平轆柵

造

この論文の第一部では，比較社会学的研究の動向に着

目しながら理論的研究，歴史的研究および比較研究とい

う三者の相互関連的な腰IjHの必要を説き，社会の成胴化

と社会移動の問題を扱っている。第二部は社会成屑のＩｌＩＩ

別的歴史的研究に当てられている。そこでまず取り上げ

られているのは近代日本におＩ十る社会成層研究の方法と

課題であり，さらに，現代日本の階級構造の変化に注目

しながらホワイトカラー層の問題が分析されている。

これらに続いて出てくるのが，個別的歴史的接近法の立

場を111視しながらなされる実証的研究の成果である。原

爆被災者の社会変動と不平等構造の問題は，かなり詳細

にわたって個別的に記述されている。これに比べると，

アジア’渚国における|'りじようなＩＩＩｊＭｍの論述は結論的次元

にとどまっている。筆者が「発展途上国の社会学」とし

て従来から関心を寄せてきたインドネシアなどに関する

地域的研究の成果を踏まえて，将来の実証的研究への土

台を築こうとする怠凶が，そこにひめられているのであ

ろう。

第一章では，社会的成層の比較社会学的研究という観

点からして，社会学の発展が三つに分類される。第一期

の社会学草創期においては，自然科学をモデルとして成

立した社会学は，歴史要因を無視したという理由で批判

される。第二期の社会学形成期の社会学者のなかでは．

Ｅ・デールケムとＭ・ウェーベーの業績が高く評価され

る。鍬三期に当たるとされる現代社会学のなかでは,Ｔ・

パーソンズの機能主義的立場からの比較研究とＫ・マン

ヘイムの歴史主義的研究が注目される。筆者はこれらを

検討したうえで，「雁史的構造主義」の立場を採用する。

学説史的な論議を１回ねると，際限はないが，研究の視点

だけはかなり明白に打ち出されている。歴史的個別性を

強調しながらも一般化への志向を失ってばないことが注

目される。

理論的研究，歴史''19研究および比較研究の三つの相互

補完性を究明しようとするのが，第二章の課題である。

これにこたえることによって，筆者は産業化と社会的成

層の机関関係を把握し，成層構造の比較社会学的研究を

'1脂すという構想をUjらかにしている。この樅jljlIは本論

文の後半においても充分に具体化されているとはいえな

い。しかし，わが国の社会学界において国際的な比較研


